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http://www.ed.city.hioki.kagoshima.jp/~izaku/blogn261/blognplus/ 笑顔いっぱい
–伊作小ブログでは，学校の様子がさらにたくさんご覧いただけます— 児童数 ２４６名 ℡ 099-296-2021

校内いろはカルタ取り大会
２月１３日（木）２～４校時に校内いろはカルタ取り大会が行われ

た。１年生から６年生まで低・中・高学年部ごとに工夫された方法で
実施されました。
今年度から学年の優勝者にはトロフィーが授与されるということで，

例年以上に意欲が高まり，それぞれの学年で熱戦が繰り広げられまし
た。また。ＡＬＴのトム先生も高学年部に参加され，初めての経験を
楽しんでいらっしゃいました。

転出入児の情報をお知らせ下さい
来年度の学級数・児童数把握のため，転居や転勤等で伊作小学

校の転出入予定児童の情報がありましたら，正式に決定する前の
情報でも構いませんのでお知らせ下さい。よろしくお願いします。

ＰＴＡ奉仕作業～亀丸城跡清掃・落ち葉拾い～
２月２３日(日)に，第３回ＰＴＡ奉仕作業を行いました。今回は

天候の影響で延期され，皆様の日程調整にご迷惑をおかけしました

が，子どもたちと熱心に作業をしていただき，またトラックを出し

ていただいた保護者の方々のご協力で，スムーズに終了することが

できました。学校へ運んだ落ち葉は，学級園などの腐葉土として活

用させていただきます。ありがとうございました。

校 内 縄 跳 び 大 会
２月１４日（金）の昼

休みに児童会の体育スク
ラム委員会が中心となっ
て，縄跳び大会が開催さ
れました。今年は，天候
不順により，体育館で短
縄跳びの大会となりました。昨年度同様この大会の効果として，自
主的に朝や昼休みに短縄跳びの練習をする子どもや長縄跳びをする
学級が増えました。

金管バンド定期演奏会

２月２２日（土）に，伊作小・永

吉小合同金管バンドが一年間の練習

の成果を素晴らしい演奏で披露しま

した。吹上中や吹上高校の吹奏楽部

にも賛助出演していただき，保護者

や地域の方々に温かく見守られなが

ら頑張った演奏会でした。

３月 ４日(火)・５日 (水 ) 授業参観・学級ＰＴＡ・家庭教育学級
７日 (金 ) お別れ遠足

２４日 (月 ) 卒業式
２５日 (火 ) 修了式
２７日 (木 ) 離任式・ＰＴＡ送別会
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いろ は歌カ ルタ取り大 会 (高 学 年 )

新入児保護者説明会
２月２０日（木）に，平成２６年度入学

予定児童の保護者を対象に説明会を開催し
ました。４７名の予定児童が，現１年生と
ふれあいレクリェーション，５年生やポケ
ットファンタジーの読み聞かせを楽しむ中，
保護者の方々は，元鹿児島女子短期大学附
属なでしこ幼稚園長の永山光義先生の講話

「今を生きる」を聴講された後，本校職員からの入学までの心構え
や生活，準備品等の説明を熱心に聞き入っていました。

校長余談「五右衛門風呂」
祖父は，決まって一番風呂だった。

当時の風呂は母屋とは別で外の小屋
にあった。井戸からつるべで風呂に
水を張り，薪を炊いてわかしていた。
風呂には毎日祖父と入った。特に，

冬場はすきま風で全身鳥肌が立って
身震いする。おまけに小さい体で敷
板を風呂底に沈めるのは至難のわざ
で，寒さが焦りを生み余計失敗する。
冷え切った体に一番風呂は飛び上が
るほど熱く，痛かった。祖父は，我
慢して入れ，が口癖だった。
今思うと，燃料の節約と後に続く

家族に寒い思いをさせまいという家
長の思いやりだったかもしれない。


